












目的: 

197O 年代半ばにおける電子スキャンの台頭は本法の有する情報の実時間性の故に、対象を

連続した時間の流れのなかで観察することを可能にした。それゆえに、従来の超音波検査

が胎児の形態的な評価に留っていたのに比べ、本法では刻々と変化する形態の観察を介し

て、胎児の機能的な側面の評価が行なわれるところとなった。一方、1980 年代の初頭、

Precht1 学派は新生児における Behaviour state の発達の特徴に関する研究成果を胎児に

外挿する形で展開する試みをはじめた。そこで、注目されたのが電子スキャンによる胎児

の眼球運動であるが、その最初の報告は、Bots1)らや Birnholz2)に帰らせる。これらの研

究の趣旨は、胎児行動科学とも称すべき領域の黎明期を拓くものとして高く評価されるが、

彼らの研究はこれまでのところ、胎児の機能的な発達を加味した上での眼球運動の生物学

的な意義を論ずるに充分とは言い難い。本領域のこのような実情を鑑み、われわれは、胎

児行動の基本的な側面とも目される睡眠の発達過程を解明すべく、この3年間、研究を進

めてきた 3)4)5)。 


